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市民自治
市民がまちづくりに
積極的に参加し、地域
に誇りと愛着の持て
るまち

◆
市
の
情
報
発
信

　

広
報
も
ば
ら
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
よ

り
見
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
平

成
27
年
４
月
の
公
開
を
目
標
に
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
新
た

な
手
段
と
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
情
報
発
信

力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

◆
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

　
「
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民

の
会
」
か
ら
、
昨
年
９
月
に
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
（
提
言
書
）」
を
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
提

言
書
を
元
に
、
本
年
１
月
に
設
置

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
協

議
会
」
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
加
・
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
今
後
の
本
市
に
お
け

る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

幅
広
い
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
事
業

　

一
般
公
募
の
市
民
16
名
で
構
成

す
る
実
行
委
員
の
皆
様
と
の
協
働

に
よ
る
「
第
４
回
茂
原
市
ハ
ー
ト

フ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
を
２
月
１
日
に

開
催
し
、
91
名
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
防
災
に
つ
い
て

の
講
演
な
ど
、
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
８
名
で
構
成
す
る

茂
原
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
推
進
協
議
会
に
は
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
各
事
業
の
評
価
を

お
願
い
し
、
そ
の
点
検
評
価
報
告

書
を
２
月
３
日
に
ご
提
出
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
評
価
結
果
を
、
今
後
の
事

業
執
行
や
次
期
男
女
共
同
参
画
計

画
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
引
き
続
き

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
人
口
減
少
問
題
対
策

　

調
査
研
究
を
命
じ
て
い
ま
し
た

若
手
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
、
昨
年
11
月
に
「
少
子
化

対
策
・
定
住
促
進
策
に
関
す
る
報
告

書
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
に
お
け
る
提
案
事

業
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
問
題
対

策
検
討
会
議
に
お
い
て
採
択
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
平
成
26
年
度
当

初
予
算
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
は
将
来
に
わ
た

る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
と

も
中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
継

続
的
に
対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

◆
計
画
行
政
の
推
進

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お

け
る
諸
施
策
を
具
体
的
に
実
施
す

る
た
め
の
「
第
４
次
３
か
年
実
施

計
画
」
の
計
画
期
間
が
平
成
25
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
「
第
５
次
３
か
年
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
５
次
の
実
施
計
画
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
て
お
り
、
後
期
基
本
計

画
に
基
づ
く
諸
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
評
価
の
成
果
等

も
踏
ま
え
、
政
策
的
経
費
と
経
常

経
費
に
区
分
し
、
基
本
計
画
の
実

現
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
実
施
計
画
の
進
行
管

理
と
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
着
実

な
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革

　

平
成
23
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た
り
実
施
し
た
「
行
財
政
改
革
大

綱
第
５
次
実
施
計
画
」
が
、
本
年

３
月
を
も
っ
て
計
画
期
間
が
終
了

し
ま
す
。
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
概
ね
良
好
で
あ
り
、
各
取
組
項

目
お
よ
び
財
政
効
果
も
ほ
ぼ
目
標

を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
債
務
残
高
は

依
然
と
し
て
多
額
で
あ
り
、
財
政

の
硬
直
化
が
進
む
と
と
も
に
、
高

齢
化
の
進
行
等
に
よ
る
扶
助
費
の

増
大
が
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
将

来
的
に
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
、
平

成
26
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
る

「
行
財
政
改
革
大
綱
第
６
次
実
施
計

画
」
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

施
政
方
針
に
つ
い
て
は
、

市
企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
（20）
１
５
１
６
、
Ｆ
（20）
１
６
０
３
へ
。

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

市
財
政
課
（
４
階
）

☎
（20）
１
５
１
７
、
Ｆ
（20）
１
６
０
３
へ
。

生産基盤の整備
・湛水防除事業（現況調査業務委託（早野地区））	 300万円
・用排水施設整備事業（うち基幹水利施設ストックマネジメン
ト事業負担金（清水地区）、ため池等整備事業負担金（藤木堰））

	 	 233万円
・用排水施設維持管理費（うちため池水位調整管理交付金）	 116万円
農業の集団化と担い手の育成
・農業者育成支援事業	 450万円
新たな企業・産業の導入
・企業立地促進事業（うち「茂原にいはる工業団地パンフレッ
ト」作成業務委託、企業立地促進奨励金、企業立地雇用促進
奨励金）	 3億1,765万円
経営の近代化促進
・中小企業資金融資事業	 5億5,763万円
観光資源の整備
・茂原七夕まつり事業	 1,289万円
・マスコットキャラクター（モバりん）PR事業（「モバりん」のダンス振
付等作成謝礼、モバりんの歌CD、DVD作成費）	 153万円

広報活動の充実
・広報発行事業	 1,748万円
・ウェブサイト運営事業（うちウェブサイト再構築委託料）	 800万円
コミュニティ活動の促進
・コミュニティ活動支援事業（自治会関連）	 1,566万円
行財政改革の推進	
・減債基金費	 5,633万円
時代潮流にあわせた行政の推進	
・まちづくり条例策定事業	 64万円

※下線は新規事業。1万円単位で端数処理しています。

○産業振興
平成26年度　主要事業と予算

○市民自治

▲大変好評だったハートフルフェスタ


